
立命館大学は、建学の精神を「自由と清新」、教学理念

を「平和と民主主義」としています。そのもとで、人類

と地球の持続可能で平和な未来を切り拓く人間を育てて

まいりました。

大学には、新しい知と社会的価値を創出し、それを次の世

代に伝える使命があります。また、激動するグローバル社

会においては、他者を理解し、協働する力が必要です。さ

らに、自分の力で未来を切り拓こうとする強い意思と既成

概念にとらわれない創造性も求められます。これらを涵養

することは、大学の社会的責務であると考えます。

創造性は、多様性豊かな環境でこそ育まれます。立命館

大学は、「Creating a Future Beyond Borders 自分を超

える、未来をつくる。」のビジョンのもと、男女共同参

画を推し進める「女性活躍推進行動計画」を策定しまし

た。性別をはじめとする様々な「Border」をこえ、一人

ひとりが、その可能性を開花させる大学を創造してまい

ります。立命館大学は多様な価値観を尊重する男女共同

参画環境の実現にむけ、着実な歩みを進めていくことを

ここに宣言します。

2016年12月1日
立命館大学学長

2016年5月
■「男女共同参画推進委員会」の設置

2016年7月
■科学技術人材育成費補助事業
　「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ
　（特色型）」の採択

2016年12月
■学長による「立命館大学男女共同参画宣言」
■「男女共同参画基本方針」「行動計画」の制定
■「リサーチライフサポート室」の設置

2018年9月
■中間総括シンポジウム開催
■学内保育園2園（衣笠・BKC）同時開園

〈平日〉 9:00-17:30
〒525-8577 滋賀県草津市野路東1-1-1
TEL：077-561-2631（内線：515-6500）　FAX：077-561-2633（内線：515-6519）
E-mail：rsupport@st.ritsumei.ac.jp
Facebook：Ritsumeikan.Research.Life.Support　　Twitter：@rsupport_R

連絡先

びわこ・くさつキャンパス
研究部BKCリサーチオフィス内
リサーチライフサポート室事務局

学 長 宣 言本大学における男女共同参画のあゆみ

www.ritsumei.ac.jp/research/rsupport/

文部科学省科学技術人材育成費補助事業
ダイバーシティ研究環境実現　イニシアティブ（特色型）

2016 - 2021

学長宣言の下、
女性研究者支援と男女共同参画の推進をめざして
リサーチライフサポート室が設置されました。

推進体制

リサーチライフ
サポート室

立命館大学教員部会
衣笠キャンパス（5学部・7研究科）
びわこ・くさつキャンパス（7学部・6研究科）
大阪いばらきキャンパス（4学部・5研究科）
朱雀キャンパス（2研究科）
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｢Welcome to 立命館」
研究支援等の制度を知っていただくと共に、新たなネット
ワーク作りの機会

｢研究コンシェルジュ」による研究立ち上げのための
情報提供
研究を進める中で発生した疑問や課題、「どこに問い合わ
せたらよいか分からない」といった問い合わせ等の窓口な
らびにパイプ役

各種研究プロジェクトや分野横断型の研究組織への橋渡し
研究分野を超えてキャンパス間を繋ぐ教員ネットワーク形成

｢研究コミュニティと支援体制」セミナー
リサーチオフィスによる個々のニーズに合わせた研究サポート
紹介

〈交流の場「立命研究者の会」〉
学部や学科、キャンパスを越えた研究交流

〈ライスボールセミナー〉
本大学所属研究者の研究発表およびフリーディスカッション
を行うランチョンセミナーを実施

〈附属校への取組紹介〉
立命館大学で活躍する研究者や卒業生等をロールモデルと
したキャリア形成セミナーの開催

｢立命館みらい保育園きぬがさ」｢立命館みらい保育園びわこ」
開設
内閣府の企業主導型保育事業の助成を受け、2018年9月に衣笠
キャンパス、びわこ・くさつキャンパスに学内保育園を２園同時開園

〈幹部セミナーの開催〉
学長等のトップ役職者、学部長・研究科長、教育・研究組織
幹部などを対象とした幹部セミナーを実施

〈情報発信〉
News Letter・ロールモデル集「研究日和」の発行、ホーム
ページ・SNSでの発信

〈研究力向上のための各種セミナーの開催〉
科研費獲得支援セミナー、学内公募説明会、学術英語論文の
ための基礎講習会の実施

〈女性教員在職比率の向上〉

5つの基本方針にもとづいた具体的な取組み
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申請時 2016年度
（2016年5月1日）

中間年 2018年度
（2018年5月1日） 目標 2021年度

※自然科学系＝理工学部、情報理工学部、生命科学部、薬学部、スポーツ健康科学部の一部

無期・有期教員全体

18.4%
自然科学系無期教員

5.0%

無期・有期教員全体

20.8%
自然科学系無期教員

7.9%

無期・有期教員全体
23.0%

自然科学系無期教員
10.0%

意識改革と情報発信 03研究環境整備 04新任教員サポート

05女性研究者の裾野拡大

02研究力向上・女性研究者の登用
ダイニング（衣笠） 保育室（衣笠）

乳児室（BKC） 保育室（BKC）

〈研究支援員制度〉
出産・育児・介護等のライフイベント中の研究活動の両立と研究
継続のために雇用する「研究支援員」の雇用経費を助成
●助成金額：1期（6ヶ月）につき30万円まで 　
●助成期間：①妊娠・育児：通算3年（6期）※小学校3年生以下
　　　　　　②　介 護　：通算2年（4期）

〈産前産後休暇、育児休業および介護休業中〉
研究活動に必要な能力を維持するための「自主的な研究」範囲
において、研究費の執行、公的・学内研究費などへの申請、受入
が可能

対象
対象年齢
定員
ＨＰ

教職員、研究員、院生、学生
0～5歳
常時保育、一時保育あわせて19名
http://www.ritsumei.ac.jp/rnursery/
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